
唐津市

地域循環共生圏

～海・山・川と人が響きあう唐津へ～

令和７年１０月２３日

三重の自然由来カーボンクレジット活用

に向けた普及啓発セミナー



• プロフィール

楢 﨑 徹
T o r u  N a r a z a k i

民間企業就職、関東圏自治体入庁（転職）
保健所設立準備に従事
Ｊターン唐津市 令和３年４月入庁
令和３年４月～ 環境課環境・リサイクル係
令和６年４月～ 〃 カーボンニュートラル推進係

唐津市役所 市民環境部 環境課
カーボンニュートラル推進係 副主査

大学卒業後企業にて人事・法人営業に従事後、埼玉県川口市役所に転職。川口市役所では中核

市移行に伴う市保健所の準備・開設に携わる。新型コロナウイルス感染症の流行を機に佐賀県唐

津市役所へ転職する。唐津市役所では環境課に配属され、地域の環境・社会・経済が一体となった

持続可能なまちづくりを目指す「唐津市版地域循環共生圏の実現」を目指して脱炭素分野やネイチ

ャーポジティブ分野の業務に従事している。



佐賀県唐津市概要

【人口】 112,917人（2025.6時点） 【面積】 487㎢

【産業】 農業（ハウスみかん、苺、佐賀牛）・水産業・伝統工業（唐津焼）

【交通】 福岡市から車６０分、電車７０分



• 第2次唐津市環境基本計画（中間見直し）
• 唐津市「ゼロカーボンシティ」宣言

• カーボンニュートラル推
進係の設立

• 環境省「地域循環共生圏づくり支
援体制構築事業」採択

令和4年度において、第2次唐津市環境基本計画の10年の計画期間の中間見直しの

時期において、「カーボンニュートラルの実現」や「唐津市版地域循環共生圏の実現」

を目指した施策の展開を盛り込み改訂した。

中間見直しを行った「第2次唐津市環境基本計画」に基づく、「カーボンニュートラルの実現」や

「唐津市版地域循環共生圏の実現」を目指した取り組みをより強力に推進する体制として環境

課内に新たに「カーボンニュートラル推進係を創設

“環境・社会・経済”の課題を同時解決する持

続可能な地域づくりを目指して応募、採択→

事業開始

R5.3 R6.4 R6.4

市民環境部環境課 カーボンニュートラル推進係創設の経緯



本市は豊かな生態系、農水産物、歴史・伝統など美しい景観資源に恵まれた地域であり、これらを産

業、観光、防災にいかすため「環境」「社会」「経済」が循環し、地域の活力が最大限に発揮され持

続可能な地域づくりである「唐津市版地域循環共生圏の実現」を目指し、カーボンニュートラルとネイチ

ャーポジティブの両立、生物多様性の保全、流域の生物多様性回復に資する環境再生の取り組みを

通して、自然資本を活用した新たな価値を創出していきます。多様な主体が積極的に連携・協力し、自

然資本と調和した多様な「ビジネス」が創出/共創される街づくりを目指し、外部環境の変化に対応しな

がら地域が発展していく持続可能な地域を実現するモデルとしていきたいと考えています。

唐津市版地域循環共生圏の実現を目指して



唐津市版地域循環共生圏の実現を目指して



地域循環共生圏分析（地域の所得循環構造）

「稼ぐ力はあるが、地域に残らない構造」

環境省：地域循環分析ツールより



地域循環共生圏分析（産業別修正特化係数（生産額ベース））
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出所： 「国民経済計算」、「県民経済計算」、「経済センサス」、「産業連関表」等より作成

１以上は全国平均より高い（集積している）産業を意味する

「農業・食料品（製造業）・水産業」が唐津市の経済において比較優位性を持つ「基盤産業」である

環境省：地域循環分析ツールより



地域循環共生圏分析（産業別修正特化係数（生産額ベース））
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出所： 「国民経済計算」、「県民経済計算」、「経済センサス」、「産業連関表」等より作成

「食料品（製造業）」は修正特化係数が高い（得意な）産業であると同時に、地域内で最大の生産額を誇っており、
地域経済の最大の牽引役となっている。しかし、得意なのに生産額が伸びない第1次産業。

環境省：地域循環分析ツールより
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62%

60歳以上の漁業者

漁業者数の減少・高齢化が進行

唐津市版地域循環共生圏の実現を目指して
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唐津市「ゼロカーボンシティ」宣言 （R5.3.27）



カーボンニュートラルとネイチャーポジティブ

大規模太陽光発電施設（メガソーラー）

発電時にCO2など
温室効果ガスの排出がない

森林伐採に伴う
自然⽣態系の破壊

太陽光発電施設建設によって失われた⽣態系の⾯積

（参考）国⽴環境研究所「太陽光発電施設による⼟地改変」



気候変動のみに焦点をあてた対策は、生物多様性に対して悪影響の可能性
があるが、一方、生物多様性の保護や再生は多くの場合生物多様性保全にな
り気候変動対策にもなるため、双方にとって利点となるという調査結果が出て
いる

気候変動の観測・予測及び影響評価統合レポート2018

気候変動と生物多様性・人間社会への影響



Nature Positive Forum 九州 ＃１ KARATSU （R7.3.28）

「唐津市ネイチャーポジティブ宣言」
全国の自治体では17例目、佐賀県内の自治体で初の宣言。

「唐津市ネイチャーポジティブ宣言」（抜粋）

唐津市は、国際社会の一員として、ゼロカーボンシティの推進とともに、以下の3つ

の目標のもと、市民や事業者、行政の「オール唐津」で、「ネイチャーポジティブ」の実

現を目指すことをここに宣言いたします。

1. 唐津の古来より人と共生してきた里地・里海といった自然環境を尊重し、自然資

本の持続可能な利用・保全を推進します。

2. 生物多様性による恩恵とそれによる人間の幸福（ウェルビーイング）をもたらすネ

イチャーボジティブの実現のため、脱炭素や循環経済、防災、地域活性化などの

諸課題も含めた一体的な解決を目指す「唐津市版地域循環共生圏（ローカル

SDGs）」を推進します。

3. 社会・経済が自然資本に依存していることを自覚し、豊かな生態系を維持し回復さ

せる社会経済活動を企業や研究機関等のステークホルダーと共に推進します。



Nature Positive Forum 九州 ＃１ KARATSU （R7.3.28）

100%カーボンニュートラルフォーラム

ネイチャーポジティブフォーラム九州 in唐津は、脱

炭素(CO2ネットゼロ)に向けた取組として、自然電

⼒株式会社の協⼒によりカーボンオフセットで実

施します。会場で使用する電⼒や、ゴミ、参加する

みなさまの移動（来唐）などによって排出される

CO2 は、自然電⼒株式会社より提供されるカーボ

ンクレジットにより相殺されます。クレジットの⼀部

は唐津市のブルーカーボンを使用します。



「脱炭素」だけじゃない。「自然の再生」だけでもない。
唐津市は、人と自然と経済が調和する“まちの未来”を創ります。
持続可能な地域社会の“未来への実験場”、それが唐津です。

唐津市「ゼロカーボン宣言」×「ネイチャーポジティブ宣言」両立戦略

カーボンニュートラル ネイチャーポジティブ



唐津市版地域循環共生圏の実現に向けたブルーカーボン創出プロジェクト



創出量（t-CO2)

クレジットの種類 方法論 平均取引単価

J-クレジット

再エネ由来
（太陽光・風力などによるCO₂削減）

約6,500円/t-CO₂

省エネ由来
（ボイラー更新や省エネ設備導入によるクレジット）

約3,950円/t-CO₂

自然由来（森林関係）
（吸収型クレジット）

約6,500円/t-CO₂

J-ブルークレジット
海洋生態系由来

（吸収型クレジット）
約73,000円/t-CO₂

J-ブルークレジットは、単なるCO₂吸収量にとどまらず、海域の生態系保全、水質浄化、魚介類の生育環境の回復といった多
面的な自然資本の価値を有しています。これを購入することは、気候変動対策に加え、生物多様性の保全や地域社会との共創、
海の健全な再生支援にもつながります。CSRやESG投資の一環としても評価が高く、企業や自治体にとっては「カーボンオフセッ
ト＋地域貢献＋ブランド向上」を実現する意義ある取り組みといえます。

唐津市は自然由来のカーボンクレジットをより強化した取り組みを計画

唐津市版地域循環共生圏の実現に向けたブルーカーボン創出プロジェクト



ネイチャーポジティブとの整合性を考える

カ ー ボ ン ク レ ジ ッ ト の 選 び ⽅ で 、

価 値 観 を 表 明 す る こ と が で き る



袈裟丸 彰蔵氏（鎮西町串地区）

袈裟丸 彰蔵

全国漁青連理事／佐賀玄海漁
業協同組合鎮西町統括支所

地元の高校を卒業後すぐに海
士漁業に従事。新人の頃は、禁
漁期以外は毎日のように海へ
潜り赤ウニやアワビを漁獲して
いた。2000年頃、地元の藻場の
変化にいち早く気付き、磯焼け
が全国的な話題になる以前から、
植食生物の駆除をはじめとする
藻場保全活動を始める。現在で
は、佐賀玄海漁協青壮年部メン
バーや地元漁業者と協力し、植
食生物の駆除を行う傍ら、全国
各地にて藻場保全についての
講演を行うなど活動中。



20年以上前から、磯焼けを食い止める

ガンガゼ（食害生物）の密度管理などの

活動を行い再生に成功した藻場におい

て、 J-ブルークレジット2022年（41.1ｔ）

2023年（35.3ｔ）2024年（18.5ｔ）の認定を

得た。

また、ブルーカーボンの活動をとおして

各種講演会、プロモーションを行ってい

る。

さらに、唐津市にてブルーカーボンの取

組を推進するために「唐津ブルーカーボ

ンイニシアチブ」を立ち上げ、イベントの

開催や啓発活動を行っている。

袈裟丸 彰蔵氏（鎮西町串地区）



唐津市と東北大学大学院生命科学研究科が連携協定 （R7.7.17）

東北大学大学院生命科学研究科と唐津市が ネイチャーポジティブの実現に向けて連携協定を締結
～環境DNA調査等を活用し、人と自然が育み合う社会を実現～

協定に基づき、NP拠点では唐津市内で既に始まっているネイチャーポジティブの実

現に向けた取り組みを、科学的な視点を取り入れながらさらに発展させていきます。

昨年度、唐津市内では環境DNAを用いた生物多様性のプレ調査も実施されており、

今後の科学的知見に基づく保全施策や事業展開の基盤づくりが進められています。

その一例として、唐津市の漁業者である袈裟丸水産が進めている、持続可能な水

産業を目指した藻場造成の取り組みがあります。地域の海洋環境を回復・保全しつ

つ、海の豊かさを次世代へつなぐことを目指して活動しています。今後は、このような

現場での実践的な取り組みに対して、東北大学NP拠点の知見を活かし、環境DNAな

どを用いた生物相調査や科学的モニタリングの導入を検討しています。



唐津市鎮西町串における（選ばれるクレジットを創出する）
～J-ブルークレジット ×連携増進実施計画（自然共生サイト） × 生物多様性価値～

唐津市・袈裟丸氏（佐賀玄海漁業協同組合）・東北大学と連携し、藻場等の再生を通じたブルーカーボンの創出及びその生態系
が育む多様な生物の保全機能に注目し、生物多様性増進促進法に基づく連携増進実施計画（自然共生サイト）の認定制度との
連携に加え、生物多様性の価値を明示的に乗せたクレジット創出を目指す。

藻場再生によるCO₂吸収に加え、Jブルークレジットに生物多様性の保全効果を加味した“カーボン・クレジット”として展開。これにより、
企業は単なるカーボンオフセットにとどまらず、「自然と共生する社会づくり」への貢献を明確に可視化でき、CSRやESG戦略に活用しやす
くなる。加えて、藻場の魚類・貝類・海藻などの調査結果をデータ化し、生きものや海を守る購買行動として訴求。さらに、本市が中心となり
学校や観光と連携した体験プログラムと組み合わせることで、地域教育や交流促進にも資する仕組みとし、企業や市民を巻き込んだネイ
チャーポジティブな循環型モデルの構築を目指す。



唐津市鎮西町串における
～J-ブルークレジット ×連携増進実施計画（自然共生サイト） × 生物多様性価値～

出典：環境省



唐津市鎮西町串における
～J-ブルークレジット ×連携増進実施計画（自然共生サイト） × 生物多様性価値～

出典：環境省



2019年より海洋教育に力を入れている「佐志小学

校」と地元漁業者で構成される「からふさ研究会」が

実施したワカメ養殖(種付け)体験を実施。種付けし

たワカメの一部は収穫時にそのまま海底に残され、

周辺海域の二酸化炭素の吸収源を増やし、気候変

動緩和対策につながる取り組みを行っている。

2022年には唐津市と九州大学、日本航空株式会社

とで「未来を担う人材を育てる佐賀県唐津湾ワカメ

養殖体験プロジェクト」と

題し、豊かで幸福な生活をおくることができる未来社

会の実現に向けて、ブルーカーボンを活用した取り

組みを実施。

2025 年 1 月 10 日にＪブルークレジット認証を取得

した。

からふさ研究会（唐房地区） 漁業者・大学・企業・唐津市



からふさ研究会（唐房地区） 漁業者・大学・企業・唐津市



玉島川 ― 神に願い、鮎を占う川
背振山系に源をひく玉島川。その清流沿いには、神功（しんぐう）皇后が三韓遠征の前、この川のほとりで神意を問われた「垂綸石（すいりんせき）」が今も残っています。皇后はそこに立ち、釣り針と糸を自ら作
って鮎を釣り、降り注ぐ神の意志を問われました。その瞬間、鮎は針にかかり、「珍しい」と言われたことから、やがてこの地は「めづらのくに」、つまり「松浦」と呼ばれるようになりました。
この故事が玉島神社の創建に繋がり、神功皇后は祭神として祀られました。手水舎には鮎の装飾、境内には釣り竿の根が残る竹林など、神事の記憶が今も環境に刻まれています。
さらに、万葉の歌人たちもこの場所の神聖さと鮎の美しさを詠み残しました。山上億良は「魚釣る皇后の姿を誰が見たのか」と謳い、大伴旅人は若鮎を釣る乙女を「天女のごとき姿」と讃えています。
このように、玉島川は神意を知る祈りの川であるとともに、自然と人の心をつなぐかけがえのない存在です。現在も鮎の復活を願う地域の取り組みが続いており、古代から現代へと変わらぬ営みが受け継がれ
ています。

唐津市版地域循環共生圏の実現に向けた流域プロジェクト



唐津市・佐賀銀行・バイウィル
「カーボンニュートラルとネイチャーポジティブに向けた連携協定」について

唐津市、佐賀銀行、株式会社バイウィルは、

カーボンニュートラルおよびネイチャーポジティ

ブの実現に向けた連携協定を締結しました。

本協定は、森林経営や省エネ・再エネの導入

を通じてJ-クレジットの創出・流通を推進し、環

境価値と経済価値の好循環を生み出すことで、

唐津市の地域脱炭素と経済活性化を図るもの

です。

バイウィルにとって自治体を含む協定は全国

で１５件目。３者は本協定に基づき、環境価値

の可視化や地域内資源を活かした新たな事

業・サービスの創出にも取り組み、持続可能な

地域づくりのモデル形成を目指します。



ネイチャーポジティブとの整合性を考える

次 の 世 代 に 美 し く 豊 か な

⾃ 然 環 境 を 、 ⽣ 業 を 継 ぐ

と い う 選 択 肢 を 残 し た い 。



協議会の目的（地域と社会をつなぐ役割＜翻訳器・拡声器・ハブ＞）

＜社会＞
国

企業・投資家
金融機関 など

自然共生サイト
TNFD・TCFD

里海づくり・海業 など翻訳

地域の現状・活動
（保全活動など）

地域の思いや熱量

拡声
各種申請（自然共生サイトなど）

地域に合わせた取組の創出・発信
投資の呼び込み（ふるさと納税など）

社会・地域に合わせた
取組の創出

＜地域（ローカル）＞
市民団体

関連事業者
地域住民 など

ハブ



行政計画との関係性

令和７年度（2025年度）

唐
津
市
総
合
計
画

第３次
唐津市総合計画
前期基本計画
策定・計画年度

地域における生物の多様性
の増進のための活動の
促進等に関する法律

連携増進活動実施計画
策定・認定

唐
津
市
環
境
基
本
計
画
関
係

令和８年度（2026年度） 令和9年度（2027年度） 令和10年度（2028年度） 令和11年度（2029年度）

第３次
唐津市環境基本計画
策定・計画年度

環境基本計画改定準備作業・改訂作業

地域循環共生圏、地球温暖化実行計画、生物多様性地域戦略、
環境教育等基本計画、みどりの基本計画etc

第３次
唐津市総合計画
後期基本計画
策定年度

第３次
唐津市総合計画

前期基本計画 計画年度（R7～R11）

第３次
唐津市環境基本計画
計画年度（R10～R19）

R４年度
「カーボンニュートラル宣言」

第2次環境基本計画
中間見直し

「基本目標5 豊かな地域資源を活かした快適で住みやすいまちへ」
基本施策5-2 持続可能な未来社会に向けたゼロカーボンシティの実現
単位施策 地域と連携した環境保全活動の推進
• 自然資本を守り活かす社会経済活動を広げ、ネイチャーポジティブ
の実現に向けた施策を行う。

R7年3月
ネイチャーポジティブ

フォーラム九州＃１KARATSU

「ネイチャーポジティブ宣言」

環境省「地域循環共生圏づくり支援体制構築事業」
事業期間（R6～R8）



こ こ 唐 津 市 か ら

地 元 に 根 付 い た

カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル と

ネ イ チ ャ ー ポ ジ テ ィ ブ ・

イ ノ ベ ー シ ョ ン の 波 を 起 こ す
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